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五
百
住
・
津
之
江
は
、「
日

本
書
紀
」
に
既
に
出
て
く
る
女

瀬
川
流
域
で
良
田
の
村
落
で

し
た
。 

五
百
住
神
社

よ

す

み

じ

ん

じ

ゃ 

（
春
日
・
八
坂
神
社
） 

 

神
体
が
春
日
、
八
坂
の
二
対

あ
る
た
め
双
方
の
神
社
名
で

呼
ば
れ
る
。 

境
内
は
樫
木
を
は
じ
め
木
々

で
覆
わ
れ
、
鳥
の
囀
り
声
が
絶

え
な
い
。 

市
に
鳥

156

種
が

確
認
さ

れ
て
い

る
が
大

概
の
鳥

が
こ
の

神
社
を
棲
み
か
に
し
て
い
る

の
で
は
と
思
う
ほ
ど
。 

 

秋
か
ら
初
冬
に
敷
地
一
帯

は
団
栗
等
の
木
の
実
で
敷
き

詰
め
ら
れ
る
。 

 

学
問
の
神
、
武
勇
の
神
を
祀

る
こ
の
神
社
は
、
創
建
は
不
詳

な
れ
ど
も
、
日
本
書
紀
の
安
閑

天
皇
御
宇
に
当
村
名
が
現
わ
れ

る
。
当
時
よ
り
村
民
の
氏
神
と

し
て
厚
く
崇
敬
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
由
緒
あ
る
神
社
。 

利
か
が

井い

常
見
寺

じ
ょ
う
け
ん
じ 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。 

歴
史
は

古

く

1300

年

前
後
に

清
和
源

氏
、
利

井
七
郎

隆
房
が

浄
空
法

師
と
し
て
利
井
坊
を
建
立
し

た
の
が
始
ま
り
。 

1595

年
に
本
願
寺
十
一
世

顕
如
の
薦
め
も
あ
り
現
在
の

利
井
常
見
寺
に
な
る
。 

 

女
瀬
川
に
沿
う
如
是
（
に

ょ
ぜ
）
町
の
命
名
は
三
代
前

の
住
職
に
よ
る
も
の
。 

 

常
見
寺
の
常
見
と
は
、
こ

の
世
は
永
遠
に
続
く
も
の

で
不
滅
で
あ
る
と
す
る
見

解
の
こ

と
。
反

対
語
は

断

見

（
だ
ん

け
ん
）。

つ
ま
り

釈
迦
が

在
世
の
頃
に
あ
っ
た
六
十

二
見
の
う
ち
の
一
つ
で
、
こ

の
世
界
・
世
間
が
永
遠
に
存

続
す
る
と
主
張
し
た
も
の

で
あ
る
。「
見
」
と
は
見
解
・

意
見
・
見
方
の
こ
と
、
あ
る

い
は
邪
見
や
執
見
と
の
否

定
的
な
意
味
も
含
む
。 

人
の
一
生
・
人
生
は
こ
の

世
の
一
回
限
り
で
あ
る
が
、

死
後
も
こ
の
世
界
に
お
い

て
固
定
の
実
体
が
不
滅
で

永
続
す
る
も
の
で
あ
る
と

肯
定
す
る
見
解
を
い
う
。    

 
行
信
教
校 

行
信
仏
教
学
院 

境
内
に
学
校
を
併
設
す

る
お
寺
は
珍
し
い
ら
し
い
。

利
井
常
見
寺
の
住
職
（
第

19
世
）
等
が
明
治
１５
年
に

創
立
。
３
年
制
が
行
信
教
校

で
、
１
年
制
の
行
信
仏
教
学

院
が
あ
る
。
現
在109

名
が

修
業
さ
れ
て
い
る
。
卒
業
生

は
約3000

人
に
お
よ
び
、

本
願
寺
派
の
勧
学
、
司
教
の

学
階
に
の
ぼ
っ
た
人
達
も

少
な
く
な
い
。
行
信
教
校
の

百
余
年
の
歴
史
を
貫
い
て

流
れ
る
建
学
の
精
神
は
、

「
仏
の
大
悲
心
を
学
ぶ
」
と

い
う
一
語
に
尽
き
ま
す
。 

長
時
間
に
わ
た
り
第
２３

世
常
見
寺
住
職 

利
井
唯
明

氏
に
説
明
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

本
当
に
有
り
難
う
御
座
い

ま
し
た
。 

津
之
江
水
路 

津
之
江
地
区
は
、
堤
防
よ

り
か
な
り
低
い
の
で
、
農

業
・
治
水
目
的
の
井
路
（
い

じ
）
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

芥
川
支
流
の
女
瀬
川
堤
防

か
ら
北
（
上
流
）
方
向
の
津

之
江
水
路
。
大
昔
は
農
地
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
今
は
完
全
に
住
宅
地
の

中
を
縫
う
井
路
で
す
。 北

方
こ

ち
ら
は

南
（
下

流
）
方

向
。
女

瀬
川
の

下
を
く

ぐ
っ
て

井
路
が
続
く
の
で
す
が
、
こ

こ
か
ら
芝
生
町
三
丁
目
境

ま
で
は
平
成
に
入
り
水
路

が
地
下
化
さ
れ
た
。 

新
川
桜
堤 

芥
川
の
城
西
橋
か
ら
芥
川

大
橋
の
間
の
新
川
桜
堤
で

は
、
地

元
の
人

が
サ
ク

ラ
を
植

え
た
も

の
が
立

派
に
育

ち
、
40

年
程
度

の
桜
の
並
木
が
続
き
ま
す
。 

芥
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
流

れ
る
新
川
は
、
元
々
農
業
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

「
新
川
姫
蛍
と
花
を
守
る

会
」
の
会
員
の
方
々
に
よ
っ

て
何
時
も
綺
麗
な
川
・
蛍
と

花
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

庄
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 
 

セ
ン
タ
ー 

平
成
20
年
4
月
10
日
オ

ー
プ
ン
。 

地
元
組
織
が
管
理
・
運
営
し

地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
展

開
を
さ
れ
る
。 

地
元
と
組
織
さ
れ
た
管
理

運
営
委
員
会
が
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

 

会 報 第 ４５ 号 

発行日 平成20年6月30日 

発行・編集 Ｖ・Ｇ 槻 輪 
 代 表 者  大 岡 成 一 

http://web3.ibj.co.jp/̃kirinⅤ.G  槻
き

 輪
り ん

 だ よ り  

７月度行事予定 
“二料山荘で田舎ランチ：二料地区” 

月 日：平成２０年７月１７日（木） １０：２５集合 
集合場所：ＪＲ 高槻駅北 西武デパート前 近畿大阪銀行前  
順 路：二料山荘手配のバスにて→二料山荘へ→二料山荘で田

舎ランチ→二料の集落見学→二料山荘手配で高槻駅へ 
そ の 他：交通費  高槻駅～二料山荘 ８００円／人 

昼食 約１０００円から。 一般参加者歓迎 

8月度行事予定 
“大阪医大歴史資料館・子育て活動支援センター 

：大学･北園町” 
月 日：平成２０年８月２１日（木） １３：００集合 
集合場所：阪急高槻市駅 改札出口 
順 路：阪急高槻市駅→大阪医大歴史資料館 

  →子育て支援センター→JR高槻駅へ 
そ の 他：一般参加者歓迎 ・名札携帯する事 

わ
が
ま
ち
紹
介 

〝
水
と
の
関
わ
り
深
さ
を
偲
ぶ
・
水
路
の
ま
ち
″ 

 
 

東
五
百
住
・津
之
江
町 

 


